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重点調査地域を対象に水収支を把握した(図-5 参照)。重点調査地域の地下水は、降水、ス

プリンクラー散水、水田涵養からなる地表面浸透及び河川からの伏没水により賄われている。

地下水は、水道水源井戸あるいは一般飲用井戸により利用されている。地表面浸透量は、降雨

浸透量 150 万ｍ3/年(降水量-蒸発散量-表面流出量)と散水・田涵養量 12 万ｍ3/年の計 162 万ｍ

3/年、河川水伏没量は 60 万ｍ3/年に達する。地下水利用は水道水源利用 24 万ｍ3/年と一般飲用

利用４万ｍ3/年の計 28 万ｍ3/年である。なお、重点調査地域の地下水分布から算出される第一・

第二地下水及び宙水の地下水賦存量は 3,480 万ｍ3である。この地下水を上記の地表面浸透量と

河川水伏没量で置換するとすれば、約 16 年要することとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3).重点調査地域における地下水の水収

降水量 
560 万 m3/年 

河川伏没量 
60 万 m3/年 

蒸発散量 
260 万 m3/年

水道水源揚水量 
24 万 m3/年 

一般飲用井戸揚水量 
4 万 m3/年 

散水・田涵養量
12 万 m3/年 

域外流出量 
195 万 m3/年

表面流出量 
150 万 m3/年

第二地下水量 

2,200 万 m3 

第一地下水量

1,200 万 m3

宙水水量

80 万 m3

in：633 万 m3/年＝ 

降水量(560 万 m3/年) + 河川伏没量(60 万 m3/年) + 散水・田涵養量(12 万 m3/年) 

out：633 万 m3/年＝ 

蒸発散量(260 万 m3/年) + 表面流出量(150 万 m3/年) + 域外流出量(195 万 m3/年) 

+ 水道水源揚水量(24 万 m3/年) + 一般飲用井戸揚水量(4 万 m3/年) 

※ 域外流出量
は、収支の
バランスが
とれる値を
採用した 

図-5 重点調査地域の水収支
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帯水層が明確な井戸を対象に硝酸性窒素濃度と窒素安定同位体比を測定した。高濃度を示す

領域は沖積低地、中位２段丘および中位１段丘崖に認められる（図-6 参照）。窒素安定同位体

比は第一第二地下水とも 2～11‰の範囲にある(図-7 参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の資料を整理して、窒素施用量を効率的に把握できる手法を検討した。このうち、農家

が農作物毎にまとめている生産記録が、農作物毎の窒素施用量を把握するのに有効と期待され

た。ただし、生産記録をそのまま施肥実態把握に活用するためには、いくつかの課題があり、

より効率的な手法を関係機関と協議しながら検討していくことが必要である (図-8参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4).硝酸性窒素汚染状況 

2-2.施肥実態の把握 

図-8 効率的な施肥実態把握に
向けた取り組み 

 

生産記録 

農 家 JA予約記録 

抽 出 

クロスチェック

抽出した

生産記録

単位面積あたりの窒素 

施用量(原単位)の把握 

総窒素施用量の把握 

民間業者 個人生産 

流通 

正確な記載 
へ向けた 

しくみづくり

集計・算出 

集計・算出

：関係機関で取り組むこと 
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※
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地
  
点
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図-7 窒素安定同位体比の分布図-6 面的硝酸性窒素濃度分布 

中位 2 段丘 

中位 1 段丘崖 

沖積低地 

凡    例 

 

  ：宙 水 井 戸 

  ：第一地下水井戸 

  ：第二地下水井戸 

 

〔濃度区分〕 

   ：15＜ (mg/L)

   ：10～15(mg/L)

   ： 5～10(mg/L)

   ： ＜5 (mg/L)

 

        ：高濃度領域 ※ 供給源毎のδ15N 分布(環境省(2002)より抜粋) 
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村中心東部の段丘地域における現況の土地利用と今回把握した窒素原単位(生産記録)を用い

て、段丘面毎の窒素施用量を試算した。県モデル事業において第二地下水の汚染源域の可能性

が指摘された中位～高位段丘の窒素施用量は、対象域全体の約 80％を占めることが明らかとな

った（図-8 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1).窒素施用量の試算 

2-3.汚染メカニズムの推定 

図-8 村中心東部段丘の窒素負荷量

現河床堆積物 花崗岩 
下部伊那層

上部伊那層 ミソベタ層 

中位 2 段丘 

570NKg/年(10％) 

28Nkg/年/ha 

高位段丘 

720NKg/年(13％) 

67Nkg/年/ha 

低位段丘 

550NKg/年(10％) 

18Nkg/年/ha 

沖積低地 

370Nkg/年(7％) 

11Nkg/年/ha 

中位 1 段丘 

3500NKg/年(61％) 

87Nkg/年/ha 

模式断面線

沖積低地 

凡例 

①段丘区分 

②段丘毎の年間総窒素使用量 

③段丘毎の単位面積あたり 

 年間総窒素使用量 

段丘堆積物・ローム層
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村中心を東西に切る代表断面で２次元非定常浸透流解析を行った。想定される箇所に地下水

位線が表現され、現況再現が概ね図れた（図-9 参照）。 

なお、今回のモデルの計算条件によると、第一地下水および第二地下水の実流速は、50～  

150ｍ／年、50～180ｍ／年程度である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2).地下水流動解析モデルの構築 

図-9 シミュレーション結果

  

ミソベタ層 

500ｍ 

宙水の地下水位線 

第一地下水位線 

第二地下水位線 

標 高 

(ＥＬ.ｍ) 

標 高 

(ＥＬ.ｍ) 

550ｍ 

450ｍ 

地下水シミュレーション 
による計算結果 

宙水の地下水位線 

第一地下水位線 

第二地下水位線 

花崗岩 

上部伊那層 

ミソベタ層

段丘堆積物

・ローム層

下部伊那層 

上部伊那層

下部伊那層

想定地質・地下水位断面 

圧力水頭(ｍ) 

段丘堆積物下面線 
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中位～高位段丘の窒素負荷量が多く、宙水の硝酸性窒素濃度が高いことから、段丘の施肥が

主因と考えられる。汚染された宙水は下方の第一地下水に付加し、汚染を拡大している。第一

地下水は東から西へ流動する過程で宙水の付加を受け続け、沖積低地で高濃度となる。第二地

下水は、高位段丘で窒素成分に富む浸透水で汚染され、難透水層とされるミソベタ層中の縦割

れ目や断層から硝酸性窒素を含んだ第一地下水の付加を受けている可能性があり、沖積低地で

高濃度となる。天竜川の伏流水により天竜川近傍の井戸は低濃度となる。支川から伏没する河

川水により部分的に硝酸性窒素が希釈されている可能性がある(図-10 参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3).硝酸性窒素汚染到達メカニズムの推定

図-10  豊丘村の硝酸性窒素汚染メカニズム 

段 丘 

天 
竜 
川 

：地下水の流れ    

：硝酸性窒素濃度の高い部分 

宙水の地下水位線 

第一地下水位線 

第二地下水位線 

伏没した河川水の付加

による部分的な希釈 

天竜川からの伏流水

による希釈 
伏没した河川水の付加

による部分的な希釈 

沖積低地 


